


　私たちの生活は様々な自然の恵みから成り立っています。生

きていくために欠かせない空気や水、豊富なみどり、美しい海

や川、そして、それらの恵みによってもたらされる食料など、私た

ちの生活の根底を支える環境は、かけがえのないものです。横

浜の持つ豊かな自然の恵みを後世に引き継ぎ、将来に向かって

安心して暮らし続けられる社会を作っていくため、環境をあら

ゆる施策の基盤として幅広い取組を実施しています。

　また、横浜市は、環境問題や超高齢化など様々な社会的課題に対応する成功事例

の創出と普及展開を目指す「環境未来都市」に国から選定されており、横浜にふさわ

しい個性と魅力あふれるまちづくりを進めています。

　横浜市では、「地球温暖化対策の推進」とともに「生物多様性の主流化」を環境行

政の基軸として位置付け、重点的に推進しています。

　平成24年11月から平成25年10月にかけて、横浜市は、「生物多様性自治体ネットワー

ク」の第２期代表を務めました。このネットワークは、様々な生き物を育む自然を守る

ために、全国の地方自治体が取組及び成果の情報を共有・発信し、地域での生物多様

性の保全を推進していくものです。113の自治体からスタートした自治体ネットワーク

も現在は130まで参加自治体を増やし、生物多様性の保全に向けた活発な取組が全

国に広がっています。今後も、全国の自治体と連携し、境界線のない生物多様性の取

組を積極的に推進してまいります。

　本書はこうした生物多様性に関する取組をはじめ、横浜の環境全般についての施策

をまとめ、市民の皆様にお示しするものです。本書にまとめられた環境に関する様々

な取組や施策を通じ、一人でも多くの方が、かけがえのない横浜の環境について考え

ていただける一助となることを願っております。
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■ 本書について… ……………………………………………………………
■ 新たな「横浜市環境管理計画」について… ……………………………
■ 特集 〜横浜らしいエコライフスタイルを取り入れよう〜……………
■ 特集 〜横浜市が「生物多様性自治体ネットワーク」第２期代表を務めました！〜……

■ 環境と人・地域社会 
　　～横浜型のエコスタイルを実践する人と環境とのきずなが生み出す地域の活力～… ………
	 （１） 人と環境とのきずなづくり……………………………………………
	 （２） 企業の環境行動……………………………………………………
	 （３） 環境活動のネットワークづくり… ……………………………………
	 （４） 「学び」の輪づくり…………………………………………………
	 （５） 横浜市役所環境行動宣言による取組の推進………………………………
	 （コラム）横浜市役所の環境マネジメントシステム… …………………………
	 （コラム）ツイッターを使ってあなたの横浜エコライフスタイルを応援します！… ……
■ 環境と経済 
　　～環境分野をツール・フィールドとした新たな展開による、市内経済の活性化と地域のにぎわいづくり～……
	 （１） 環境分野における需要の創出を通じたビジネスチャンスの拡大………………
	 （２） 低炭素社会に向けた市内企業の技術革新（イノベーション）推進… …………
	 （３） 地域資源を活かしたシティプロモーションの展開… ……………………… 	
	 （４）  環境ビジネスの海外での戦略的な展開… ………………………………
	 （５）  新興国等での都市開発に合わせた環境対策の支援…………………………
	 （コラム）スペイン国バルセロナ市との覚書を締結………………………………
	 （コラム）下水道分野における国際貢献・国際交流… …………………………
■ 環境とまちづくり ～環境と調和・共生した魅力あるまちづくり～… …………
	 （１） 都心部おけるエコまちづくりの推進……………………………………
	 （２） コンパクトで活力ある郊外部のまちづくり………………………………
	 （３） つながりの海（まちづくりと連携した海づくり）…………………………
	 （４） 誰もが移動しやすく人と環境に優しい交通体系の形成… …………………
	 （５） 環境に配慮した建築物の普及…………………………………………
	 （６） 多様なニーズに対応できる快適な公園の整備……………………………
	 （７） 安心して生活するための下水道・河川の浸水対策…………………………
	 （コラム）環境アセスメント制度を改正しました！………………………………
	 （コラム）東日本大震災の教訓を生かし、横浜市下水道ＢＣＰ【地震・津波編】を策定しました……

■ 地球温暖化対策 ～化石燃料に過度に依存しないライフスタイルへの転換～………
	 （１） 横浜スマートシティプロジェクトの推進… ……………………………
	 （２） 横浜グリーンバレーの推進……………………………………………
	 （３） 再生可能エネルギーの普及拡大… ……………………………………
	 （４） 電気自動車（ＥＶ）の普及拡大… ……………………………………
	 （５） 低炭素型交通の推進…………………………………………………
	 （６） 温室効果ガス削減に有効な制度や仕組みの構築… ………………………
	 （７） 市民のライフスタイル変革に向けた「エコ活。」普及………………………
	 （８） 市役所のCO2 削減…………………………………………………
	 （コラム）国内初・超小型モビリティによる大規模カーシェアリング「チョイモビ ヨコハマ」スタート！………
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　「横浜の環境」は、「横浜市環境の保全及び創造に関する基本条例」第20条に基づき、「横浜市環境管理計
画」に掲げた施策・事業の進捗状況をまとめ、毎年、年次報告書として公表しているものです。
　「横浜の環境」は、次の方法により公表しています。
　■ 横浜市環境創造局ホームページにて全文（PDF形式）をダウンロードできます。
　　 http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/etc/jyorei/keikaku/kanri/#houkokusyo
　■ 市立図書館、区役所、市役所市民情報センター等で閲覧できます。
　■ 市役所市民情報センターで購入（1セット1,000円）できます。
　 　販売場所：横浜市役所 市庁舎１Ｆ 市民情報センター
　なお、平成25年版「横浜の環境」は、横浜市の環境施策について説明した本編（本書）、環境関連のデー
タをまとめた別冊の資料編で構成されます。また、本編と資料編の概要をまとめたリーフレットを発行して
います。

　本編は「はじめに」、「第1章　総合的な視点による基本政策」、「第2章　環境側面からの基本施策」、
「第3章　区役所の環境施策」で構成されています。

第１章「総合的な視点による基本政策」・第 2章「環境側面からの基本施策」
　新たな「横浜市環境管理計画」の体系に基づき、第１章では、「総合的な視点による基本政策」、第２章では
「環境側面からの基本施策」の取組状況をまとめています。

	

本編の見方

本書について

はじめに
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① 総合評価
　施策の柱ごとに平成24年度の主な取組実績や個々の評価を総括し、市としての自己評価を文章で記載して
います。あわせて、今後の取組方針を記載しています。
　なお、第２章の「環境側面からの基本施策」の評価にあたっては、第１章の「総合的な視点による基本政
　策」の柱である「人・地域社会」「経済」「まちづくり」の視点に基づいて記載しています。

② 2025（平成 37）年度までの環境目標
　新たな「横浜市環境管理計画」で設定した柱ごとの環境目標を記載しています。

③ 2013（平成 25）年度までの取組方針
　新たな「横浜市環境管理計画」に示す「2013年度までの取組方針」を記載しています。

④ 分野別計画の紹介（第２章のみ）
　新たな「横浜市環境管理計画」の中で触れている分野別計画を紹介しています。

⑤ 現状とデータ
関連データ及び市民意識調査の結果を記載しています。

⑥ 2012（平成 24）年度の主な取組実績と今後の取組予定
　主な取組項目について、2012（平成24）年度の取組状況を記載しています。数値目標が設定されている
項目については、2012（平成24）年度末の状況を記載しています。また、必要に応じて、2013（平成25）年
度の取組状況を記載しています。
　なお、新たな「横浜市環境管理計画」で【再掲（P●参照）】としている取組は、参照としている箇所
（P●の箇所）で取組を整理し、記載しています。

⑦ コラム
	 　横浜市が平成 24 年度に取り組んできた施策や現在進めている施策等をクローズアップし、コラムとして

紹介しています。

第３章　区役所の環境施策
　18区役所の環境に関する主な取組をまとめています。なお、１区１ゼロカーボンプロジェクトについては、網掛

けをしています。１区１ゼロカーボンプロジェクトとは、地域における温暖化対策の取組を推進するため、地球温

暖化対策に関する普及啓発講座の実施や省エネ器具の導入促進など、市民の温暖化対策につながる行動を促進

する取組であり、各区にて実施しています。

本書について

【参考】「環境に関する市民意識調査」について
　本書中の「環境に関する市民意識調査」は、平成25年７月に実施したアンケート調査を示しています。

平成 25年度調査の概要
①目的
　今後の環境行政における施策立案の基礎資料として活用するため、市民の環境に関する意識や市政に対す
る満足度、要望等を把握することを目的とします。
②調査方法
　インターネット調査（登録モニターによるWeb調査）により実施しました。
　「平成24年中の人口動態と平成25年1月1日現在の年齢別人口」より、人口構成比に基づき、性別・年代別
に割付け、横浜市在住の20歳以上の合計1,000人から回答を得ました。
③調査期間：平成25年７月26日～7月30日
④調査項目： 35項目について調査を実施しました。
調査結果
　全項目の調査結果は、横浜市ホームページ（http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/data/chousa/）で
公表しています。
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 「横浜市環境管理計画」は、「横浜市環境の保全及び創造に関する基本条例」に基づき策定する環境の総合
計画です。環境を取り巻く状況の変化に対応し、環境行政を総合的に推進するため、新たな「横浜市環境管理
計画（以下「新たな計画」という。）」※を平成23年４月に策定しました。
※ 前計画は平成８年に策定し平成16年に改訂。計画期間は平成22年度まで。

　「新たな計画」は、地球温暖化と生物多様性の問題を重視し、市民生活、経済、まちづくりなどあらゆる分野
との連携により、総合的に施策を推進します。また、環境行政のさらなる推進に向け、プロセス管理を基軸に据
えるとともに、環境プロモーションの展開により、「選ばれる都市」を目指します。

　計画の期間は、2011（平成23）年度から2025（平成37）年度までです（事業実施に関する視点での取組目
標は2013（平成25）年度までの期間で設定）。

　「新たな計画」に示す「横浜市が目指す将来の横浜の姿」は以下のとおりです。
・あらゆる環境技術の導入やライフスタイルの変革などにより、温室効果ガスの排出が大きく削減している低

炭素なまち
・郊外部だけでなく、都心臨海部においても身近に多様な生き物を感じられる、水とみどり豊かな自然環境が

あるまち
　⇒ これらの環境への取組が、横浜の経済の活性化、まちの魅力づくりなどに大きく貢献しています。

　「新たな計画」では、「横浜市が目指す将来の横浜の姿」の実現のために、総合的な推進を重視した施策を
展開します。
・総合的な視点による基本政策として、「人・地域社会」、「経済」、「まちづくり」の3つの視点による体系を構

築し、総合的・横断的に取組を進めます。
・「地球温暖化対策」及び「生物多様性」については、持続的に取り組むテーマであり、様々な施策と連携して

推進することで、より大きな効果を生み出すものとなります。このため、2つのテーマを環境行政における包
括的な分野として位置付けます。

・環境側面からの基本施策として、「地球温暖化対策」、「生物多様性」に加え、「水とみどり」、「食と農」、
「資源循環」、「生活環境」の6つの視点から施策を体系化します。

施策の体系

１. 「新たな計画」のポイント

２. 計画期間

３. 横浜市が目指す将来の横浜の姿

４. 総合的な推進を重視した施策展開

はじめに

新たな「横浜市環境管理計画」について

はじめに
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新たな「横浜市環境管理計画」について

■目的
　「新たな計画」の実効性を確保し、環境行政の継続的な進化を図るため、環境施策の取組状況を把握するとと
もにその効果を検証し、個々の取組の評価と総合的な視点での提案をさらなる推進や新たな展開につなげます。

■実施方法
　行政が環境施策の取組状況を自ら点検・評価するとともに、横浜市環境創造審議会基本政策部会において外
部からの点検・評価を実施し、提言をいただきます。

■実施内容
　「新たな計画」を着実に推進するため、個々の施策の取組状況の把握に留まらず、総合的な振り返りや評価、
以降の取組へのフィードバックを含めたプロセス管理を基軸に据え、進行管理を行います。また、計画策定以降
の動向に対応するため、東日本大震災を受けて新たに認識すべき課題や、現行の環境管理計画の先を見据えた
これからの本市の環境行政のあり方の検討を併せて進めます。

プロセス管理の作業フロー（平成 25年度）

５. 環境行政のプロセス管理

【参考】「新たな計画」と「横浜市中期４か年計画」
　「新たな計画」は、事業実施の目標を、「横浜市中期4か年計画」と整合した平成25年度までとしていま
す。「横浜市中期4か年計画」とは、「横浜市基本構想」が掲げる目指すべき都市像の実現に向けた政策や
工程を具体化するための実施計画（平成22（2010）年12月策定）で、平成22（2010）～25（2013）年度の
4か年で目指す姿や目標を示すとともに、計画期間中に達成を目指す指標を設定しています。基本政策「子
育て安心社会の実現」「市民生活の安心・充実」「横浜経済の活性化」「環境行動の推進」に加え、「共感
と信頼のある市政の推進」「持続可能な財政運営」についても現状と課題を明示した上で目標達成に向け
た主な事業を示しています。
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特集 ～横浜市が「生物多様性自治体ネットワーク」第２期代表を務めました！～
　2011年から2020年までは、国連の定めた「国連生物多様性の10年」です。「生物多様性条約第10回締約国
会議（COP10）」（2010年名古屋で開催）で採択された、生物多様性保全の世界目標である「愛知目標」の達
成に向け、あらゆるセクターが連携するために、「国連生物多様性の10年日本委員会」が2011年９月に設立さ
れました。
　2011年10月、国連生物多様性の10年日本委員会の自治体部門として、北は北海道、南は沖縄まで113の自
治体を構成員に、生物多様性自治体ネットワーク（以下、自治体ネットワークという。）が設立されました。
　主な活動内容は以下の２つです。
　　① 自治体間の生物多様性に関する連携
　　② 生物多様性の保全等に関する取組や成果の情報発信
　この特集では、横浜市代表在任中（第２期：平成24年11月～平成25年10月）の取組をご紹介します。

【涌井史郎氏　基調講演】 【横浜市環境創造局長による事例報告】

【５/22 啓発用ポスター】

◆生物多様性自治体ネットワーク第２回定期総会・ミニフォーラム開催！～横浜代表就任～

◆「国際生物多様性の日（5 月２２日）」全国一斉 PR ！

　平成24年11月３日に開催された「生物多様性自治体ネットワーク第２回定期総会」において、横浜市が第２
期代表に指名されました。
　代表に就任した横浜市は、総会後、自治体ネットワークと共催で、「生物多様性ミニフォーラム」を開催しま
した。ミニフォーラムでは国連生物多様性の10年日本委員会委員長代理、涌井史郎氏の基調講演のほか、佐
渡市、愛知県、横浜市の生物多様性保全に関する取組について事例報告を行いました。市民の皆様や関係者
にご参加いただき、生物多様性を考える場となりました。

　国連は毎年 5月２２日を「国際生物多様性の日」として制定しています。
国際生物多様性の日に合わせ、構成自治体が一斉に生物多様性保全啓発
を展開しました。内容は以下の通りです。

① 自治体ネットワークロゴマーク作成（各自治体HP等で掲載）
②「国際生物多様性の日」啓発ポスターの作成（各自治体で庁内掲示）
③ 構成自治体の生物多様性関連イベントをHP上で公開
④「国際生物多様性の日」のプレスリリース

　今回の取組みにおいて、自治体の規模や予算の大小に関係なく、各自治体
が工夫を凝らし目的を一つに取り組んだことは大きな成果と言えます。
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特集～横浜市が「生物多様性自治体ネットワーク」第２期代表を務めました！～

【基調講演】

【自治体ネットワーク構成自治体分布図】
（色付の都道府県及び丸印が構成自治体を示しています）

【生物多様性自治体ネットワーク　ロゴマーク】

【活発な意見交換】

◆テーブルセミナーの開催～実務者の知識を集結～

◆拡がるネットワーク～自治体数 130 に成長！～

　生物多様性保全には、地域ごとの自然特性を踏まえた、経済社会と自
然が調和する地域づくりが重要です。そのため生物多様性基本法では、
自治体に対し生物多様性地域戦略（横浜市では‘ヨコハマｂプラン’）策
定を努力義務としています。
　生物多様性地域戦略の策定は、地域ごとの異なる課題や様々な分野
に関連するため難航している自治体もあります。また、策定後も普及啓
発や具体的な事業化など、推進にあたって多くの課題がみられます。

　113の自治体からスタートした自治体
ネットワークも、活動を積み重ねた結
果、現在は130まで増えました。横浜市
も平成25年11月９日の定期総会におい
て、代表のバトンを兵庫県豊岡市に無
事繋ぎました。
　現在全国で、生物多様性保全に向け
た取組が活発化してきています。今後
も実務者と実務者を繋ぐネットワーク
として、参加自治体をさらに拡大し、
生物多様性の主流化を目指していき
ます。

　平成25年８月、「生物多様性地域戦略の有効的な運用」をテーマに、
環境省、県、市町村合わせて29の自治体が集まり、テーブルセミナーを
開催しました。
　環境省並びに日本自然保護協会による基調講演の後、課題、質問、成
功例等、各自治体の意見を持ち寄り議論し、課題を共有し、多くのヒン
トやアイデアを持ち帰ることができました。

生物多様性自治体ネットワークHPアドレス： 
http://undb.jp/nlgb/

↑ぜひ検索してみてください！
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